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申請者はCD68(汎 マクロファージマーカー)、CD66b(好 中球マーカー)、CD3(T細 胞マーカー)、CD19




嚢胞の内容液のサイ トカイン濃度をEUSA法 で測定 し、健常 ヒト単球由来マクロファージに、(1)内 膜症
性嚢胞 内の新鮮な出血に由来するヘモグロビンに近似する精製ヘモグロビン、(2)手 術時に採取 した子宮
内膜症性嚢胞の内容液、を添加 して培養を行い、培養上精中のサイ トカイン濃度の変化 を評価 した。その結
果、嚢胞内容液中ではIL-6、IL-10、IL-1/3、CCL2の 濃度が健常 ヒト血清 と比較 して有意に高 く、特にIL-
6、CCL2の 濃度が高 いことが明らかとなった。また、精製ヘモグロビンと嚢胞内容液はいずれ もマクロファ
ージか らのTF臨 α
、IL-10、IL-1β の分泌をn進 させたが、IL-6とCGL2の 分泌は精製ヘモグロビンの添加で
のみ元進することが確認 された。反復 したヘモグロビンの添加後もマクロファージか らのIL-6、CCL2の 分泌




審査 では、(1)研 究手法、(2)デ ータの解釈、(3)ヘ モグロビン以外のマクロファージ刺激物質の
存在の可能性、(4)内 膜症性病変の形成と発癌におけるIL6、CCL2の 位置づけ、(5)以 前よ り内膜症性
病変の病態に関与 していることが指摘されていたヘモジデリン、酸化ス トレス とマクロファージとの関係、
(6)活 性酸素CD163陽 性マクロファージの生理的な役割、(7)創 薬との関連づけ、などについて質疑が
なされ、申請者か らは適切な回答がなされた。
本研究は卵巣子宮内膜症の病巣形成と進 展、発癌において、マクロファージがヘモグロビンを処理 して産
生するIL6、CCL2な どの炎症性サイ トカインが関与 している可能性 を示 したもので、卵巣子宮内膜症の治療
および子宮内膜症関連癌の予防 ・早期発見のための戦略を構築するために重要な知見を提供するものである
という点において臨床的意義が大きく、学位の授与に値するものであるとの結論に達 した。
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